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各地の実証実験の結果報告

資料 ２
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青森県の取り組み
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H17実証実験の課題とH18実験の方向性

積雪寒冷地でのより安全・安心な歩行誘導を図るための歩行情報（積雪による段差、雪だまり、スリップ地点など）ニーズへの対応

システムの安全稼働を確保するための歩道除雪（管理）手法の検討

冬期間の主たる移動手段（バス）の運行情報ニーズへの対応

携帯電話など身近な携帯端末による情報取得体験ニーズへの対応

システムの普及啓発の推進

コンテンツ作成・更新などに係る地域での運用体制の検討

システムの定量的な効果測定の検討

H17実証実験からの課題

１．積雪環境下での最適誘導手法の検証
(1)誘導ﾌﾞﾛｯｸが雪で覆われた状況下での、音声による歩行誘導情報の提供

(2)障害物（雪だまり等）を回避するための歩行誘導情報の提供

(3)段差やスロープ等注意喚起情報の提供

２．移動快適性向上に向けた情報提供の検討
(1)経路・移動情報（位置情報、バス運行情報、 バス停周辺情報）の提供
(2)バリアフリー情報（障害者用ﾄｲﾚ、多言語）の提供
(3)地域情報・店舗情報の提供
(4)観光情報の提供

３．地域の情報提供体制と連携したコンテンツの運営

４．システムの社会的効果把握手法の検討

H1８実証実験の方向性及び主な提供サービス

誘導ﾌﾞﾛｯｸを覆っ
た雪だまり（ﾌﾞﾛｯ
ｸの右側に歩行
路ができている）

平成17年度実証実験

での課題を受け、
今年度実証実験の方向性を設定
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実証実験エリア（実験期間 H19.2.9～H19.2.28）

土手町エリア

弘前市役所

弘前公園エリア

市役
所前

本町

下土
手

蓬莱
橋

中土
手町

弘前駅前

２．雪燈籠まつりにおける観光情報提供(2/9～12）
⇒積雪寒冷地における移動の快適性を高め,

観光を通じた地域の活性化を図るための

情報提供手法の検討

【拠点施設の情報提供】
城門や橋など、拠点となる場所には、無線を用いて城の歴史などの観光情報を提供
【雪燈籠情報の提供】
協力いただいた雪燈籠の近くに情報プレートを設置
情報プレートにはパッシブ型(リーダの電源で情報を返す)RFIDタグを格納し、端末をタッチするこ

とで、雪燈籠作成の様子や作成者のメッセージを動画で見ることができる。
185名が参加

３．商店街における移動快適化情報提供

（2/13～28）

⇒積雪寒冷地における移動の快適性を高め、

商業を通じた地域の活性化を図るための情 報

提供手法の検討

店舗・地域情報の発信
店主からのメッセージ（動画）
お買い得情報
地域情報（まち博士による歴史の解説）
車椅子対応トイレ等のバリアフリー情報

バス情報提供

土手町循環バスの運行情報のほか、ス乗車時にはバス

の現在位置や辺の情報を提供
256名が参加

雪灯籠祭り
運営本部

弘前公園

まちなか
情報センター
（実験事務所）

弘前市観光館
（実験事務所）

１．積雪環境下での最適誘導手法の検証
⇒自律移動支援ｼｽﾃﾑの積雪環境下での最適

誘導手法の検証

（2/9～2/28実施）
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積雪環境下での最適誘導手法の検証（最適配列ﾊﾟﾀｰﾝ）

– 情報発信間隔・歩行経路幅でパターンを設定

○情報発信間隔の変化
・中心線上確認音発信間隔

⇒約3mに拡大 ⇒約1.5mに縮小

▽歩行速度により最適な発信間隔が変化

・歩行者の属性、路面状況、天候により最適な発信間

隔は異なる

○情報発信間隔の変化
・中心線上確認音発信間隔
⇒約3mに拡大 ⇒約1.5mに縮小

▽歩行速度により最適な発信間隔が変化

・歩行者の属性、路面状況、天候により最適な発信間

隔は異なる

○歩行経路幅の変化
・中心から歩道端警告音までの歩道幅：約1.5mに拡大

▽杖振りの挙動により誘導性能に大きな差異

・振り幅の小さい体験者はどの音も出ないまま進行

・逆に振り幅の大きい人が

基本パターンで歩行した際、

中心・端部双方の音が出

てしまう危険性あり

○歩行経路幅の変化
・中心から歩道端警告音までの歩道幅：約1.5mに拡大

▽杖振りの挙動により誘導性能に大きな差異

・振り幅の小さい体験者はどの音も出ないまま進行

・逆に振り幅の大きい人が

基本パターンで歩行した際、

中心・端部双方の音が出

てしまう危険性あり

○基本パターン
・中心線上確認音発信間隔 ： 約2m
・中心から歩道端警告音までの歩道幅

： 約1m

約 1m 約 2m
約 1.5 m

約 3m
約 1.5m

《実験結果》
○発信間隔は通常の歩行速度で2.0m程度が最適

○歩行経路幅員は白杖の振り方により変化するた

め、可変的であることが求められる

⇒コスト面も考慮すると、

約2.0m間隔で横一線

の敷設が最適

最適敷設ﾊﾟﾀｰﾝ案

《実験結果》
○発信間隔は通常の歩行速度で2.0m程度が最適

○歩行経路幅員は白杖の振り方により変化するた

め、可変的であることが求められる

⇒コスト面も考慮すると、

約2.0m間隔で横一線

の敷設が最適

最適敷設ﾊﾟﾀｰﾝ案

7.1pt

6.4pt

6.4pt評価点

評価点

評価点
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• 観光情報提供に関する利用意向

• 公共交通機関（バス情報）運行情報提供

• 商店街提供

• 個店への入店意欲の刺激

• その他

体験者アンケート調査の結果

8割を超える方から、再訪意欲の向上効果

が確認された

体験を通じて、また弘前公園に来よう
と思いましたか？

48%

34%

2%

9%

3%
2%

2% 来てみたいと思う

少し来てみたいと思う

どちらともいえない

あまり来てみたいと思わ
ない
来てみたいと思わない

わからない

無回答

n=185
実用化後のシステム利用意向

55%
28%

2% 2%

11%

1%
1%

使ってみたい

どちらかといえば使っ
てみたい
どちらともいえない

あまり使ってみたいと
思わない
使ってみたいと思わ
ない
わからない

無回答

n=185

約半数の方より、バス利用可能性が向上
するとの意見があった

※バスをある程度利用される方からは、より高い
評価を得た

バス利用率向上可能性

30%

27%

1% 3%4%

0%

35%

増えると思う

少し増えると思う

どちらともいえない

変わらないと思う

減ると思う

わからない

無回答

n=73

バス利用率向上可能性

19%

35%

0%
3%6%

0%

37%

増えると思う

少し増えると思う

どちらともいえない

変わらないと思う

減ると思う

わからない

無回答

n=202

バス利用頻度の高い方の意見
システム導入に伴う土手町商店街へ

の訪問頻度の向上効果

16%

36%

0%

25%

21%

2%
増えると思う

少し増えると思う

どちらともいえない

変わらないと思う

減ると思う

わからない

無回答

n=202
約半数の体験者より、システムには来街促
進の効果があることを確認

個別の店舗でみると、情報による入店意欲
の刺激効果があるとした人が大半

情報入手による入店意欲の刺激

6%

63%

17%

9%

5%
体験中に入ってみた

入ってみたいと思っ
た
入ってみたいと思わ
なかった
わからない

無回答

n=202

実験機器の稼働安定性・操作性に課題を
残した

機器の操作性

4%
11%

34%

2%

13%

32%

4%
操作しやすかった

どちらかといえば操
作しやすかった
どちらともいえない

どちらかといえば操
作しにくかった
操作しにくかった

わからない

無回答

n=202
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・地元情報関係業界団体がＹＲＰユビキタス・ネットワーキング研究所の指導のもと、関係
機関と連携し、コンテンツの作成を行った。

地域と連携したコンテンツ運営

システムの社会的効果測定手法の検討

NTT環境研究所の協力を得て、システムの社会的効果測定手法を検討した。

①視覚障害者歩行誘導システム

安全性向上、外出機会増加による生活快適性の向上、幸福度(生活満足度)向上効果等を指標とし、

県内全域での整備が実現した場合を効果を試算（約３．５億円）

②観光情報提供システム
観光機会増加による生活快適性の向上、地域経済の活性化、満足度の向上を指標とし、雪灯籠祭

り会期における効果を試算（約1,000万円）

③移動快適化情報提供システム
生活快適性の向上、地域経済の活性化、幸福度(生活満足度)向上効果を指標とし、商店街情報提

供及び公共交通情報運行情報提供の効果を試算（約２０億円）
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■平成17年度実証実験

実証実験のまとめ

■平成18年度実証実験

■まとめ
○積雪寒冷地としての検討すべき課題について、一定の知見を得る。
○機器の安定稼働、操作性等に更なる向上が必要。
○今後、本システムの実用化をにらみ、実験成果や地元での活用ノウハウ・ネットワークを更に維持・発展させていくことが必要

○機器の安定性に
課題

○操作性に関しては
一層の改善が必
要

○積雪寒冷地での
最適敷設敷設パ
ターンを確認

→自律移動支援プロ
ジェクト推進委員
会へ報告、提案

○障害物回避誘導
のに効果があるこ
とを確認

○障害物の自動検
知手法に課題（技
術開発が必要）

○交通機関利用者
増への効果を確
認

○機器の安定稼働
に課題

○安定的な稼働を確
認

○新型機器の積雪
環境下での稼働検
証

○誘導ﾌﾞﾛｯｸが感
知できない場合
での 誘導手法の

検討

○雪たまり等障害物
を音声誘導で 回避

する手法の検討

○公共交通情報（バ
ス情報）のﾘｱﾙﾀｲﾑ
情報の提供

4.システムの社

会的効果の把
握手法の検討

○機器の積雪寒冷下での稼
働検証

⇒ICﾀｸﾞ、UC、無線ﾏｰｶに問

題のないことを確認
○操作性等の課題を抽出

○積雪のため誘導ﾌﾞﾛｯｸを
感知できない場合での誘
導に課題

○雪だまり等障害物が発生
した場合の誘導へのニー
ズが高い ○ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報へのﾆｰｽﾞは

高い
(携帯端末への直接提供)
○公共交通情報へのニーズ

が高い

○店舗情報、地域情報の情
報 発信による商店街活性

化効果、及び観光面での
利用性がある

1.自律移動支援システムの積雪寒冷下でのシステムの稼働検証 2.公衆情報端末を用い

た交通情報等ﾘｱﾙﾀｲ
ﾑ情報の提供

3.地域の活性化に向け

た活用可能性の検証

4.その他意見
○システムの社会的効果を

把握が必要
○地元主体による運営体制

の構築が必要
○身近な携帯端末（携帯電

話）での利用ニーズが高
い

○観光イベントと連
携した情報提供

○商店街、地域情報
の提供

○観光客の誘客、満
足度向上、商店街
の活性化に効果が
あることを確認

○機器の安定稼働
に課題

1.積雪寒冷下での最適移動手法

の検討

2.移動の快適性を図るための情報提供 3.地域と連携した

コンテンツ運営
○携帯電話での情

報提供
ucodeQR,RFID
タグの利用

○地元主体で、コン
テンツを作成し、評
価を得る

○コンテンツ作成能
力の一層の向上
が必要

○システムの社会的
効果の把握手法を
検討
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平成19年度の取組について

【主な検証項目】
○自律移動支援システム

の積雪寒冷地での稼働
検証

○冬期歩行環境向上に向
けた場所情報システム
の活用可能性の検証

○地域活性化に向けた
場所情報システムの
活用可能性

○地元と連携したコンテン
ツの作成可能性の検討

【主な検証項目】
○自律移動支援システム

の積雪環境下での最適
誘導手法の検証

○積雪寒冷地における移
動の快適性を図るため
の情報提供手法の検討

○地域の情報提供体制と
連携したコンテンツの
運営

○システムの社会的効果
の把握手法の検討

ゆきナビ利活用研究会（Ｈ１９年度）

○ゆきナビあおもりプロジェクト」
実証実験に関わった関係者で組織

○活動内容
・システムに係る情報収集や調査
・システムに係る最新技術の習得
・システムに係る活用可能性の検討
・システムの普及啓発

【構成(案)】
国、県、市、情報産業団体、商工会議所、観光コ
ンベンション協会、商店街、視力障害者福祉連
合会、
地域NPO(ITS関係、地域活性化関係)

実用化に備え、地域のシステムの利
活用能力の向上を図る

H17年度 H18年度

• 実証実験の結果を活かし、実用化時において県内での円滑な運用につながるよう、実
験関係者による研究会を組織して人材の保持育成及び県民への普及啓発を図る。

ゆきナビあおもりプロジェクト実証実験

※ 更なる実証実験の実施についても検討
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東京都の取り組み
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静岡市の取り組み
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実証実験の課題・目的

現在、整備済箇所が少な
くバリアフリールートが
限定される

平面での分岐に加え、
地下部～地上部に至る
まで階層が３つに分か
れているため移動選択
の局面が多い

課題

様々な情報を提供することにより、バリアフリーエリア内を より
安全・快適に回遊できるように支援する

目的

目的地まで安心・安全に繋ぐ歩行
空間ネットワークがあるにもかか
わらず、『目的地までの移動の仕
方』が分からない

ユビキタス技術の活用
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目標とするアウトプット

●地下空間・異状況（天候等）下において、移動に必要となる情
報の整理

→移動制約者の属性に合わせた、移動局面で必要となる 情
報を抽出・整理

●より快適な移動のために、提供可能な情報の整理

→移動制約者の必要性に応じた情報の把握

●運用面、制度面での問題点・課題の抽出

→メンテナンスや機器設置に関わる関係機関の役割分担・調
整における課題を抽出・整理

静岡市自律移動支援プロジェクトおよび
全国的な取り組みへのフィードバック
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実験の概要
項目

実験

実験期間 実験目的 調査方法 参加者数

第１期
平成18年
11/3（土）

～11/5（祝）
計3日間

（※大道芸ワー
ルドカップ期間

中）

・第二期実証実験に向
けてのプレ実験
・ユニバーサルデザイン
の認識、ユビキタス技術
の有益性などについてＰ
Ｒする

記述式
アンケート調査

85名

第２期
平成18年
12/11（月）

～12/22（金）
計10日間

（※土日は除く）

・車いす使用者にとって、
移動に必要となる情報
のあり方の検討
・地下道での移動経路
案内など、ユビキタス技
術で可能な項目を取り
入れ、利便性などを検証

ヒアリング式
アンケート調査

104名
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実験の概要（第１期）静岡市中心部周辺において以下の実証実験を実施し、８５名の方が体験された

○第１期実験期間 １１月３日～１１月５日

（大道芸ワールドカップでのデモンストレーション）

＜検証項目＞

・イベント時に、中心市街地やイベント会場へのス
ムーズな移動、回遊のために必要な事項・情報の抽
出

・ハード機器の動作確認、使い勝手など、
ユニバーサルデザインに必要な事項の検証

・無線の通信確認（電波干渉）等、第２期実証実験に
向けた基盤の稼働確認

＜実験内容＞

◇大道芸のパフォーマンスポイントへの経路案内
◇パフォーマンススケジュール
◇インフォメーションセンター場所情報
◇トイレ場所情報

イベントの魅力向上に必要な情報整理

実験の概要（第１期）
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・イベントでのサービスの有効性は高く評価された。

・実用化されたときのユーザーの利用意向は高い。

・地図情報に対する高い評価。

現システムでイベントへの有効性は充分である。

＜第一期実証実験の総評＞

・より内容の濃いコンテンツの充実

・情報提供ポイントの増加

・より進歩した移動経路案内の充実

実験参加者からの意見収集結果（第１期）
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静岡市中心部周辺において以下の実証実験を実施し、１０４名の方が体験された

○第２期実験期間 １２月１１日～１２月２２日

（車いす使用者に対する、地下道を含めた移動支援）

＜検証項目＞

・移動制約者の属性に合わせた、移動局面での必要情報を
抽出・整理

・ハード機器の動作確認、使い勝手など、
ユニバーサルデザインに必要な事項の検証

＜実験内容＞

◇車いす使用者にバリアフリールートへの経路案内
◇利用者の属性や利用時の状況（天候等）

に応じた情報提供
◇移動ルート上の商店街・施設等の情報提供

⇒利用者の意思により選定可能 ユビキタスコミュニケータ

（車いすへ取り付け）

地下空間・異状況（天候等）下に、移動に必要
となる情報の整理

実験の概要（第２期）

無線マーカ
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・システム全体：６割のモニターが良いと評価した。

・移動経路案内：６５％のモニターが役に立つと評価した

・地下道の迷路性：７４％が「地下道の迷路性が少なくなると思う」

と評価した

・店舗・トイレ情報：７５％が「役に立った」と評価した

・今後の利用意向：９０％のモニターが「利用したい」と感じた。

安全に出かけられる
便利で気軽に外出できる
案内があるので出かける楽しみが増える

出かける場所が増える
出かける回数が増える
時間が有効に使える

安心感の増大
行きたいところに一人でいける
移動の効率が良くなる
社会との係わりができる

レンタルで利用したい
お金の負担がないように
携帯電話で利用したい
自走する人には便利

＜利用したい理由＞

＜状況により利用したい＞＜是非利用したい＞

＜効果＞

実験参加者からの意見収集結果（第２期）
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○情報提供内容の改善
・適切な位置とタイミングでの案内
・利用者の進行方向にあわせた案内
・ルート案内の充実
・ルートから外れた時の復帰案内や別ルート提供等

今後に向けた課題

静岡市が取り組む方針

◇同エリアにおける車いす移動支援の改良・改善

◇自律移動支援のPRとバリアフリー情報の提供拡大

静岡駅前地下広場から中心市街地を結ぶ
地下通路の迷路性の解消

今年度

将来に
向けて
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近畿地方整備局の取り組み
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神戸自律移動支援プロジェクト

南京町実証実験

平成１８年度実証実験の目的・実施内容

目 的 平成16～17年度の2カ年に渡り仕様

書等の基礎となる実空間でのサービ

ス実験、技術検証実験の結果を踏ま

え、プロジェクトのメッカプロジェクトのメッカとして、その

集大成となる実運用レベルのモデル集大成となる実運用レベルのモデル

空間を構築空間を構築する。

地元の協力も得ながら地元の協力も得ながら通信体制づく

りなどの技術実験を実施するとともに、

一般市民への広報等を行い、平成19

年度以降のシステム実用化に向けたシステム実用化に向けた

モデルモデル地区としての位置づけを確立

する

主な

実験内容

・現在地情報現在地情報

・歩行者歩行者ナビゲーションナビゲーション
(車いす使用者：路面状態を考慮したルート案内)
(健常者：最短コースでルート案内)

・リアルタイム情報リアルタイム情報提供提供
(地元商店のコンテンツ更新等による試行運用)

等

・現在地情報提供

・歩行者ナビゲーション

【利用イメージ①】

【利用イメージ②】
リアルタイム情報提供

現在地情報の提供現在地情報の提供
町中に設置したマーカーから利
用者の現在地を取得し、画面上
に表示

リアルタイム情報の提供リアルタイム情報の提供
地元商店のコンテンツ等更
新による試行運用

歩行者ナビゲーション歩行者ナビゲーション
路面状況を考慮したバリアフ
リールートを案内、画面表示
と音声によりナビゲーション
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神戸自律移動支援プロジェクト

南京町実証実験

平成１８年度実証実験の実施位置

神戸市南京町の位置図神戸市南京町の位置図

【凡 例】

：ＤＩＣＥ

：無線LANアクセスポイント

：街角情報ステーション

実験エリアと機器の設置位置

＜南京町の位置＜南京町の位置 およびおよび 広さ＞広さ＞
JRJR元町駅の南元町駅の南 約約130m130mにあるにある
東西東西 約約250m250m、南北、南北 約約130m130mのエリアのエリア

＜機器設置位置選定の考え方＞＜機器設置位置選定の考え方＞
○現在地情報の提供および歩行者ナビゲーションを○現在地情報の提供および歩行者ナビゲーションを

実現するため、各交差点にマーカを配置実現するため、各交差点にマーカを配置
○南京町エリア○南京町エリア((上図上図,,黄色範囲内黄色範囲内))の全ての箇所での全ての箇所で

同様なサービスが受けられること同様なサービスが受けられること

ＤＤ ＩＩ ＣＣ ＥＥ ：： ２８箇所２８箇所
無線ＬＡＮ無線ＬＡＮ ：： ６箇所６箇所
街角情報ステーション：１箇所街角情報ステーション：１箇所

【【機器設置台数機器設置台数】】

●
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神戸自律移動支援プロジェクト

南京町実証実験

平成１８年度実証実験の調査内容

【モニター調査概要】
調査期間：平成19年2月14日～3月13日（平日のみ・20日間）
体験モニター数：合計４４６名（健常者：434名、車いす使用者：9名、外国人：3名）
実験参加（店舗情報提供）店舗数：４７店舗（南京町商店街振興組合加盟97店舗中）
リアルタイム情報更新参加店舗数：２７店舗（実験参加店舗47店舗中）

【調 査 内 容】

④（外国人向け）多言語による情報提供に関する
有用性に関する調査

① 無線マーカによる現在地の把握に関する調査

② 周辺施設情報・店舗情報（ﾘｱﾙﾀｲﾑ更新含む）
提供の有用性に関する調査

③ 歩行者ナビゲーションに関する調査
（車いす使用者には路面状態を考慮したルート案内） 

：現在地マーク

最も近い無線マーカの位置を
現在地として提供
画面上で地図のスクロールと
拡大/縮小が可能

インターネット経由で
情報をダウンロード

＜最新情報＞

店舗がイン
ターネット経
由でいつでも
自由に情報を

更新

※健常者には最短ルートを案内

日本語のほか、中国語(簡体字)、英語および韓国朝鮮語を準備

2007年2月15日に更新された内容

ルート検索/ナビ画面 車いす使用者には車いす使用者には
路面状態を考慮した路面状態を考慮した
ルート案内を実施ルート案内を実施

健常者健常者 車いす車いす
使用者使用者

『でこぼこ』
避けて回り道
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神戸自律移動支援プロジェクト

南京町実証実験

平成１８年度実証実験 アンケート調査結果（体験者属性）

【モニター調査概要】

アンケート回収数：合計343名（健常者：334名、車いす使用者：7名、外国人：2名）

【 性 別 】

56%
42%

2%
17%

31%

17%

17%

13%

3%

0% 2%

【 年 齢 】

6%

30%

25%

36%

1%1%
1%

健常者

【 来訪頻度 】

男性女性 40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満

月数回

50歳代

数年ぶり

年数回
初めて

車いす使用者 外国人

無回答 60歳代

70歳以上 無回答
南京町在住

ほぼ毎日 週に数回

韓国：１名、ブルガリア：１名障害者 (40歳代男性) ：２名(下肢障害、四肢障害)
健常者による車いす体験：５名
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0 10 20 30 40

交通機関の運行状況や乗り継ぎ経路

口コミ観光情報

イベントに関する情報

観光スポットや移動手段、所要時間

観光施設等の利用予約サービス

在住・毎日・週数回・月数回 年数回 数年ぶり 初めて

神戸自律移動支援プロジェクト

南京町実証実験

平成１８年度実証実験 アンケート調査結果（全体的な印象など）

◆◆ 今回南京町で体験していただいたシステムの全体的今回南京町で体験していただいたシステムの全体的
な印象（健常者）な印象（健常者）

8%

36%

26%

24%

6%
大変
便利

やや
便利

普通

あまり
便利でない

便利でない

４４％の方が、『便 利』
あるいは、 『やや便利』
と回答

44％の方が『便利』あるいは『やや便利』と感じている。

利便性を感じていない体験者の意見は以下の通り
●システムの不具合、機器の操作性、安定性
●何度も繰り返し提供される情報への不快感
●歩行者ナビゲーション時の方向表示

訪問回数の少ない人は、観光情報や移動に関する情報を、多い人は、
リアルタイムなイベント情報(新着情報)を求める傾向

◆◆ 提供情報の提供情報の利便性に関する評価利便性に関する評価

60%

33%

7%

45%

44%

11%

44%

41%

15%

56%34%

10%

現在地情報 ルート案内 周辺施設情報 店舗情報

便利 普通 便利でない

現在地の位置情報、ルート案内、周辺施設の情報（医療機関やト
イレなど）、店舗に関する情報の中で、最も便利とされたのは、
周辺施設情報で、次に店舗情報が便利と挙げられた。

★★ 自由意見から抜粋自由意見から抜粋 ★★
○○慣れ慣れれれば初めて訪れた人にとってはありがたいば初めて訪れた人にとってはありがたいツールツール
○情報を一方的に流すのではなく、必要なものを必要な時に○情報を一方的に流すのではなく、必要なものを必要な時に
○○同じ道を数回通っ同じ道を数回通ったとき、たとき、同じ情報同じ情報が出るのが不快が出るのが不快

○○タッチしてからの反応をもう少し早くしてほしいタッチしてからの反応をもう少し早くしてほしい。。
○○地図表示と自分の向きを連動させて欲しい地図表示と自分の向きを連動させて欲しい。。

健常者

車いす
使用者
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神戸自律移動支援プロジェクト

南京町実証実験

平成１８年度実証実験 アンケート調査結果
（歩行者ナビゲーション と リアルタイム情報）

◆◆ リアルタイム情報更新に関する評価リアルタイム情報更新に関する評価
（店舗によるコンテンツ更新）（店舗によるコンテンツ更新）

【利便性評価】

【利便性評価】

便利

便利

普通

普通

便利でない

便利でない

◆◆ 歩行者ナビゲーションに関する評価歩行者ナビゲーションに関する評価

マンナビが便利でないと回答された方について

2 12

遠すぎる：22％

少ない：46％

ちょうど良い：35％

ちょうど良い：34％ 多い：20％

近すぎる：43％

わかりにくい：86％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

表示された案内の方向

移動方向の案内の間隔

分岐までの案内のタイミング

構成比率(％)

便利と回答された方は
全体の 44%
便利でないと回答され
た方は、特に表示され
た案内方向が分かりに
くいとの回答が多かっ
た。
今後表示方法の改善が
求められる。

44%

41%

15%

12%

45%

43%

最新情報が便利でない回答された方について

4

少ない：44％

普通：52％

ちょうど良い：41％

普通：33％

もっと充実を：44％

多い：15％

わかりにくい：67％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理解しやすさ

情報量

情報内容

構成比率(％)

画面表示等の
理解のしやすさ

情報量

情報内容

便利と回答された方は全体の
43%
便利でないと回答された方は、
画面表示がわかりにくいこと
や、情報量の少なさを挙げて
いる。今後は画面表示の工夫
と情報量や情報内容の充実が
求められる。

歩行者ナビゲーションで便利でないと回答された方について

最新情報で便利でないと回答された方について
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奈良県の取り組み
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・円滑な移動手段の確保

・市街地における交通環境の改善

・観光関連サービスの向上

・ＩＣＴを活用した新しいサービスの提供等

奈良地区が抱える課題解決策のひとつとして、

いつでも、どこでも、誰でも利用できるユビキタスな情報提供を行い、

奈良自律移動支援プロジェクト実証実験
Free Mobility Project    Experiments in Ｎａｒａ

目的

を目指す
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奈良自律移動支援プロジェクト実証実験
Free Mobility Project    Experiments in Ｎａｒａ

2010（平成22）年度までの全体スケジュール（案）

【観光情報の提供】
●観光情報検索サービス（歴史、催物、
位置、入場料金等）
●施設情報提供（巡回経路、詳細説明等）
●店舗情報提供（飲食店、土産物店等）
●平城遷都1300年記念事業情報（イベント、

パビリオン情報、タイムマシンナビ、会場へ
の経路案内、待ち時間情報等）
●公共施設案内

2010(平成22)年に実現を目指すサービス

【経路案内】
●目的地までの移動手段、移動経路、所要時間
●最寄りのトイレ・休憩所案内

【公共交通情報の提供】
●路線バス等の時刻表、運行情報
●鉄道の時刻表、運行情報

【レンタサイクル支援】
●レンタサイクル管理、乗り捨て、予約システム
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奈良自律移動支援プロジェクト実証実験
Free Mobility Project    Experiments in Ｎａｒａ

Ｈ１８年度実験概要

モニター実験 レンタサイクル管理実験

期間 10月８日～11月27日

（一般向け：日・祝日、関係者向け：月） 延べ18日間

10月７日，８日，９日

連続３日間

同左

同左

50台／日

レンタサイクルの貸出・返却情報

在庫情報の管理

場所 奈良公園周辺

対象者 健常者

募集 40名／日

実験内容 場所や利用者属性に即した情報提供 （移動経路、観光・店舗案内、

４か国語対応（日本語、英語、中国語、韓国語））

・１箇所サイクルポートを分割し、
２箇所の離れたサイクルポートと
仮想した

ユビキタスコミュニケータ：ＵＣ
164×58×40mm、258ｇ（電池含）

管理サーバ（管理システム）

PC

モニター実験イメージ レンタサイクル管理実験イメージ

無線マーカ

②場所情報IDを送信

ID=494612200…

①場所情報IDを

問い合わせ

ICタグ

H151mm×W78mm×T21mm
（244g ）

携帯端末
（ユビキタス･コミュニケータ： UC）

無線マーカ無線マーカ

②場所情報IDを送信

ID=494612200…

①場所情報IDを

問い合わせ

ICタグ

H151mm×W78mm×T21mm
g

携帯端末
（ユビキタス･コミュニケータ： UC）

無線マーカ

無線マーカ無線マーカ

②場所情報IDを送信

ID=494612200…

①場所情報IDを

問い合わせ

ICタグ

H151mm×W78mm×T21mm

携帯端末
（ユビキタス･コミュニケータ： UC）

無線マーカ無線マーカ

②場所情報IDを送信

ID=494612200…

①場所情報IDを

問い合わせ

ICタグ

H151mm×W78mm×T21mm

携帯端末
（ユビキタス･コミュニケータ： UC）

（音声）毎年８月７日、２００人程の
僧侶や関係者が・・・・シールタグに

埋め込まれているＩＣタグ

提供コンテンツ一例
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奈良自律移動支援プロジェクト実証実験
Free Mobility Project    Experiments in Ｎａｒａ

平成１８年度 実証実験ルート
Ｈ１８年度実験エリア

レンタサイクル管理実験箇所
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奈良自律移動支援プロジェクト実証実験
Free Mobility Project    Experiments in Ｎａｒａ

Ｈ１８年度実験結果（モニター実験） 実験参加人数 526人
・アンケート回収人数514人（日本人観光客322人、外国人観光客53人、関係者139人）

 

28.1%

45.3%

70.1%

8.8%

5.3%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

奈良の魅力が高まる

観光施設間の移動が便利になる

観光施設や店舗情報等の
知らなかった情報が入手できる

また奈良へ行ってみたくなる

あまり効果はない

その他

※複数回答n=512(回答者数)

N=832(総回答数)

やや便利
47.9%

普通
19.8%

あまり
便利では

ない
14.6%

たいへん
便利

16.1%

便利では
ない

1.8%
未回答
0.6%

n=514(回答者数)

システム導入による効果

（その他の主な意見）

・説明場所に来れば自動的に説明が入るのは便利。
・住職等の直接の説明は良かった。
・外国語があり、国際観光都市としてとても良いと思う。
・交差点で写真が出るのが良かった。
・トイレなどが分かり、観光の時間が有効に使える。
・機器が重かった。
・明るいところでは画面が見づらかった。
・携帯電話でできるようになればもっと良い。 など

 

システム全体の印象

未回答
1.6%

便利では
なかった
21.4%

便利だと
思う

33.5%

普通
43.5%

n=322(回答者数) 
未回答
1.9%

便利では
なかった

7.5%

便利だと

思う
52.8%

普通

37.7%

n=53(回答者数)

図１９　ルート案内の利便性
日本人観光客 外国人

図１３　ルート案内の利便性ルート案内の利便性
図１８　システム全体の印象について（年代別）

25%

10%

13%

19%

21%

14%

26%

16%

67%

41%

52%

48%

46%

57%

33%

75%

42%

48%

8%

32%

20%

16%

15%

14%

56%

25%

13%

20%

14%

13%

17%

14%

11%

10%

3%

3%

6% 3%

14%

14% 2%

1%

1%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20歳以上30歳未満

30歳以上40歳未満

40歳以上50歳未満

50歳以上60歳未満

60歳以上65歳未満

65歳以上70歳未満

70歳以上

未回答

合計

（1）たいへん便利 （2）やや便利
（3）普通 （4）あまり便利ではない

（5）便利ではない （6）未回答

n=12

n=93

n=122

n=112

n=103

n=28

n=9

n=4

n=31

n=514

システム全体の印象（年代別）
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レンタサイクル管理者（システム使用者）の主な意見

奈良自律移動支援プロジェクト実証実験
Free Mobility Project    Experiments in Ｎａｒａ

Ｈ１８年度実験結果（レンタサイクル管理実験）

１０／７ １０／８ １０／９ 3日間平均 3日間合計
貸出台数（台） ２２ ４３※ ２９ ３１ ９４※
平均貸出時間 3時間00分 3時間28分 4時間01分 3時間29分 ―

※ＩＣタグが剥がれたためテータが収集できなかったものを含む

レンタサイクル運行結果

・実験に協力いただいたＮＰＯからは好評であった。
（貸出・返却の作業が容易となる、管理が正確かつわかりやすくなる。）

・今回作成したシステムはエラーなく順調に稼働した。
・離れたサイクルポート間でもデータの共有が可能であることが検証できた。
　乗り捨て可能な運営とする場合、個々の自転車の運行状況の把握が容易となる。
・利用者動向を把握することで、効率的な自転車配置計画が可能になると思われる。
・今回頂いた意見をもとに改良を行い、更に有用なシステムを構築したい。

結果総評

管理用ＩＣタグ

貸出・返却作業

管理情報確認状況

・貸出終了間際の在庫確認にあたって、どの自転車がまだ戻っていないかすぐに特定できた。
・利用台数の把握が容易であった。
・利用台数の多い時間帯が把握できた。
・自転車のカルテにも使えそう。
・運営日報としても使えそう。
・利用者属性を記入する項目を加えれば利用者動向が把握できる。（例えば外国人の利用が結構ある。）

・自転車の管理番号が「さんが俥座」の付けたものと違っていた
・パソコン上の管理画面で個々の自転車の貸出履歴が表示されない。
・ＩＣタグが一枚剥がれた。
・タグの剥がれた自転車の登録抹消ができない。
・貸出者に返却の催促ができない
・レンタサイクルの予約システムがない
・屋外で管理する場合、電源の確保が問題
・結果がプリントアウトできなかった。

（感想）

（課題）
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以上を含め、

新聞掲載（朝日、毎日、読売、産経、奈良） １４件、

テレビ放送（ＮＨＫ、奈良テレビ） １５件、

ラジオ放送（ＮＨＫ） １件ほか

各種情報誌、ＨＰ等で広く紹介された。

奈良自律移動支援プロジェクト実証実験
Free Mobility Project    Experiments in Ｎａｒａ

参考）報道状況

H18.10.7 21:00～21:55
奈良テレビ「ニュースonステージ」

H18.11.10 18:00~18:20
奈良テレビ「News Up なら」

H18.11.5  12:00～12:15
ＮＨＫ「ＮＨＫニュース（関西圏）」

H18.11.27 朝日新聞
朝刊28面
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和歌山県の取り組み
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１．実験の目的

◆ 外国人観光客をはじめとする全ての地理不案内者に対し、経路案内・名所史跡等観光情報・トイレ等
施設案内・交通機関情報等を多言語で提供し、その効果を検証

ＵＣによるＩＣタグの読み取りの他、携帯電話によるUcodeQRの読み取り機能、活用検証。

外国人観光客等の地理不案内者に対し、
質の高い「熊野古道」観光情報提供を提
供

点の観光

世界遺産を核とした「線」の観光

転
換

「日本風景街道 熊野」
情報発信事業

世界遺産熊野古道ナビ
プロジェクト実証実験

実証実験の目的

実証実験の位置付け

UC（未来の携帯端末）：ICﾀｸﾞからの情報取得
携帯電話（現在の携帯端末）：UcodeQRからの情報取得

コンテンツイメージ
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実施日程：平成18年11月3日（金・祝）～11月12日（日）・・・10日間

実験対象：外国人観光客を含む全ての地理不案内者

エリア：東牟婁郡那智勝浦町 熊野那智大社・那智山青岸渡寺から那智の滝・大門坂駐車場までの範囲

２．実験概要

熊野那智大社

那智山青岸渡寺

那智の滝

大門坂入口

・世界遺産地域のため、杭式でなく、スタンド式を採用
・国立公園内のため、周囲の景観に配慮し、スタンドの色彩を決定

①
②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧ ⑨
⑩

⑪

⑫

①～⑫の位置にスタンドを
設置
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３．実証実験状況

普通
22.2%

便利ではない
0.0% 無回答

2.2%
大変便利

15.6%

やや便利
55.6%

あまり
便利ではない

4.4%

（N=45）

利便性

普通
22.2%

便利ではない
0.0% 無回答

2.2%
大変便利

15.6%

やや便利
55.6%

あまり
便利ではない

4.4%

（N=45）

利便性

便利ではない
3.7%

無回答
1.5%

普通
20.9% やや便利

42.2%

大変便利
13.4%

あまり
便利ではない

18.3%

（N=268）

利便性

便利ではない
3.7%

無回答
1.5%

普通
20.9% やや便利

42.2%

大変便利
13.4%

あまり
便利ではない

18.3%

（N=268）

利便性

・11/3～12の10日間実験を実施し、累計で280台のUCを貸出した。（貸出用UCを（30台/日）準備）
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）
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）
11

/1
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（日
）

日別UC貸出台数 （単位：台）

11
月
3
日(

金
・
祝
）

11
月
4
日(

土
）

11
月
5
日(

日
）

11
月
6
日(

月
）

11
月
7
日(

火
）

11
月
8
日(

水
）

11
月
9
日(

木
）

11
月
10
日(

金
）

11
月
11
日(

土
）

11
月
12
日(
日
）

悪天候のた
め午前貸出

中止

悪天候のた
め午後貸出

中止

オープニングセレ
モニーのため午
後貸出中止

・アンケート協力者： 合計330人（日本語利用285名、外国語利用45名）

アンケート回収数は、携帯、UC両方のアンケートに回答頂いた方が13名いるため、343名（日本語利用298名、外国語利用45名）となる

利便性については、「外国語利用者」から、高く評価された。

【外国語利用者】【日本語利用者】

14%

25%

13%

40%

57%

50%

42%

14%

25%

21%

14%

18%

20%

13% 63% 25%

20% 10%

4%

1%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

英語

中国語（簡）

中国語（繁）

韓国語

日本語

【言語別比較】
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４．アンケート集計結果の抜粋

32%

6%

38%

28%

33%

54%

58%

29%

24%

27%

19%

12%

16%

13%6%

18%

10%

14%

23% 35%

12%

19%

17%

14%

33%

3%

2%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古道エリアのみ

参道エリアのみ

滝エリアのみ

古道エリア
参道エリア

参道エリア
滝エリア

古道エリア
参道エリア
滝エリア

①大変便利

②やや便利

③普通

④あまり便利でない

⑤便利でない

⑥無効

大門坂駐車場
～参道入口

滝入口～滝

参道～青岸渡
寺

大門坂駐車場
～青岸渡寺

参道～那智の
滝

全エリア

散策エリア↓）

「散策エリア別」システム利便性

17%

19%

9%

44%

43%

41%

30%

17%

19%

18%

23%

17%

21%

13%

11% 48% 26%

23%

12%

17%

15%

4%

2%

2%

6%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30歳以上40歳未満

40歳以上50歳未満

50歳以上60歳未満

60歳以上

①大変便利 ②やや便利

③普通 ④あまり便利ではない

⑤便利ではない ⑥無回答

「年代別」システム利便性

38%

65%

46%

35%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

携帯を利用

携帯を利用(UC併用)

①便利だと思う

②普通

③便利と思わない

④無効

N=17

N=13

【みどころ情報の利便性】

UcodeQRと携帯電話を用いた情報提供の満足度は、一定
の評価を得た。（UCと併用では、満足度が低下）

60歳以下の方々には、半数以上に利便性が評価されたが、
60歳以上では利便性を感じない方が約1/3を占めた。

⇒ 「大門坂」では、歩く距離に比べて情報提供箇所が
少なかったと考えられる。地点情報の他にコラム的な
情報も加える等、情報量を増やす工夫が必要

「大門坂」の散策時に利用した方の利便性が、低い。 そ
れ以外のエリアでは、利便性が高かった。
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５．課題とまとめ

項 目 内 容

①UCのハード面 要望の多かった項目（機器の重さ、大きさ、防水性、誤作動、稼働時間）については、新型ＵＣに
よって改善の予定

観光情報については、複数人が一台の端末から情報を入手することもあるため、音声発信に関
する検討が必要

②コンテンツ 情報内容・量について、地元の協力を得ながら、ガイドブックだけでは不足している情報の提供
が必要

③汎用性 インフラ整備が進むまでは、UCに加え、既存技術を活用した情報提供により、一般にプロジェク

ト内容を理解していただく事が必要

④情報提供のタイミング リアルタイムな情報更新も重要であるが、目的エリア到着前に、エリア内の予備知識の入手⇒散
策時の行動計画立案支援が可能な情報提供のタイミングをはかる必要有

⑤機器設置 世界遺産の指定エリアであるため、機器の設置には多くの制約が存在

観光客が不慣れな場所で、情報を取得するためのタグを探す事は負担であり、自動的に情報提
供される仕組みが必要

●史跡や観光地では、個人の属性（日本人・外国人）等、あらかじめ有している知識レベルに「＋α」する情報コンテンツが有効

●固定観光ルートでは、出発前に情報を入手し、それを基に行動計画を検討する時間が必要であり、情報を提供するタイミングの検討が必要

●世界遺産や山間部では、インフラ整備に制限があり、通信環境も不安定な場合が多いが、その環境下での情報の自動取得、情報提供ポイン
トでの複数情報のダウンロード等が有効

●UcodeQRは、インフラ整備が進むまでの過渡期においては、パッシブタグと同様に活用可能

●UCのハード面に対する要望は、新型UCの開発により、改善に期待
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参考）１．実験実施状況

↑（オープニングセレモニー：11/4）

左から、

朝日 熊野那智大社宮司、
中村 那智勝浦町長、
布村 近畿地方整備局長、
日野 政策統括官、
宮地 県土整備部長、
坂村 東京大学大学院教授、
大石 東京大学大学院教授、
谷 県議会副議長
小原 県議会議員、
高木 那智山青岸渡寺副住職

11月6日

南紀州新聞掲載

11月8日ﾆｭｰｽﾗｲﾌﾗｲﾝわかやま（WTV）
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参考）２．実験時の状況写真

参道入口にて情報を取得する様子 和歌山大学留学生の実験参加

UC貸出時に機器の説明を受ける様子 UC返却時のｱﾝｹｰﾄ記入時の様子
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堺市の取り組み
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１．実証実験への取り組み 堺市自律移動支援プロジェクト

自転車環境共生まちづくり、他

歴史と文化を活かした都市魅力の創出
支えあいと協働による安全で生涯安心なくらしづくり

住みよい生活環境の創出と環境の共生

・すべての人にとって安全・快適で、
夢と活力のいきづく楽しいまちづくり

・地場産業である自転車を活用した観光
・レンタサイクルネットワーク充実化
・点在する市内観光スポット

案内、周辺、誘導サインの充実 伝統産業伝統産業

史跡歴史史跡歴史

・文化交流の場を目的とした

自転車利用者への情報発信

（史跡・歴史・伝統産業 観光情報）

・全国の自転車における問題点（安全）

〔自転車事故：出会い頭（安全不確認、一時不停止）が上位を占める〕

・高齢社会での利用増加見込のある電動カート

ユニバーサルデザインに基づくまちづくり、ユニバーサルデザインに基づくまちづくり、
住み続けることができるまちをめざす住み続けることができるまちをめざす。。。

堺市自律移動支援プロジェクト実証実験

堺市の施策・課題
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●自転車・電動カート利用者に対する周辺施設情報・ルート情報・交差点などにおける注意喚
起などに関して、モニター調査を行い、実用化に向けたシステムの有用性について検証を行
なった。

実験期間： 平成19年2月6日～2月20日
(但し、土・日・祝日を除く）
モニターアンケート調査

実験場所： 大小路シンボルロード（北～北東側歩道）
大道筋(紀州街道）～阪神高速15号堺線下

対象者： 自転車使用者、電動カート使用者を対象
一般参加希望者を募集

２．実証実験概要 堺市自律移動支援プロジェクト
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熊野町東４丁

熊野町東３丁

熊野町東１丁

市之町東2丁

熊野町東2丁

市之町東3丁

市之町東1丁

堺市役所

堺東
観光案内所

堺東
観光案内所

実験内容
自転車・電動カート利用者に対する交差
点における注意喚起・周辺施設
情報・ルート情報などの提供

堺市自律移動支援プロジェクト実証実験堺市自律移動支援プロジェクト実証実験堺市自律移動支援プロジェクト実証実験

自律移動支援プロジェクト
国土交通省では、全ての人が安
心・快適に移動できる環境づくりの
ための実証実験を行ってきた

・・自転車自転車利用者実験は、堺市が初利用者実験は、堺市が初

自転車走行中
※音・画面の点滅などで合図

自転車走行中
※音・画面の点滅などで合図

※音声：骨伝導ヘッドホン使用

周辺情報

注意喚起
注意喚起・周辺情報

ルート情報の提供

注意喚起・周辺情報
ルート情報の提供

「自転車のまち」堺
地域特性を活かした全国で初めて
の自転車利用者実験

【大小路シンボルロード】
対象延長：６５０ｍ

（北～北東側歩道）

無線マーカより 情報提供無線マーカより 情報提供

UC：ユビキタスコミュニケータ

搭 載 自 転 車

UC：ユビキタスコミュニケータ

搭 載 自 転 車
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●モニター体験の流れ

ユビキタスコミュニケータ搭
載自転車

①走行中

合図がでます！

画面：点滅

音声：ぴーん！

「交差点です」 など

「走行中画面」

骨伝導ヘッドホン

②
自
転
車
を
停
止
し
て
・・・

「注意喚起情報」 「周辺情報」

③いずれかのボタンを

２回押すと・・・
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（１）アンケート回収結果
実験期間中に、自転車および電動カートを体験してアンケートの回答をいただいたのは、１１６

人（ 自転車１０２人・電動カート１４人）となった。

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト
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（２）システム全体としての印象
実験システムを体験して、「大変・やや便利と感じた人」 ７６％

「あまり便利でないと感じた人」 ９％ いた。

・年齢別では、年齢が高いほど、便利と感じた人の割合が多くなっている。

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト

システム全体の印象

未回答
1.7%

便利ではない
0.0%

大変便利
21.6%

あまり便利で
はない
8.6%

普通
13.8%

やや便利
54.3%
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（３）システム全体に期待される効果
システム導入により最も期待されている効果

「観光施設間や特産品情報等の知らなかった情報が入手できる」 ５９％ （68／１１５名）

「観光施設間の移動が便利になる」 ５５％ （63 ／１１５名）

堺市への来訪度の多い人の期待
「観光施設間や特産品情報等の知らなかった情報が入手できる」
「観光施設間の移動が便利になる」

堺市への来訪度の少ない人の期待

「堺市の魅力が高まる」「事故等の減少につながる」

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト

どのような効果があると思いますか

32

63

68

6

39

4

7

0 50 100

堺市の魅力が高まる

観光施設間の移動が便利になる

観光施設や特産品情報等の知らなかった情報が入手でき
る

別の機会にも、堺市周辺へ行ってみたくなる

事故等の減少につながる

あまり効果はない

その他

回答数

回答者数：115名

（総回答数：２１９票）
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（４）今後の利用意向と利用条件
今後、サービス実用化時の利用意向

「是非利用したい」２７％ 「条件を満たせば利用したい」６１％

・その条件は、「携帯電話等の端末でサービスを受けられる」 85％ （60／71名）

→普段利用している情報機器 「パソコン」 ８３％ 「携帯電話」 ８５％
「PDA(手のひらサイズの電子機器）」 ２％

ユビキタスコミュニケータもPDAの一つであるが普及率と関係していると考えられる。

・どちらともいえない人の自由意見
「もう少し使いやすくなれば利用したいかも」 「レアな情報があれば楽しめそう」
「知らない土地の場合利用する」 「料金による」など肯定的な意見が多い。

・利用しない人の自由意見「危ない」「機械が大きい、見にくい」「特に必要性を感じない」

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト

今後も利用しますか
未回答
1.7%

どちらともいえ
ない

6.9%

利用しない
3.4%

是非利用したい
26.7%

下記の条件を満
たせば利用した
い （複数回答

可）
61.2%

条件を満たせば利用したい

23

60

9

0 50 100

割引等の特典があれば利用したい

自分の持っている携帯電話等の端末でサービスを
受けられれば利用したい

その他

回答数

※今後、機器の普及とニーズによって傾向が変化する可能性が大きい。

回答者71名（総回答数：９２票）

（回答者数：１１４名のうち）
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（５）周辺情報提供内容の評価
利便度は「便利」の回答率が高い
理解度は「わかりやすい」が約半数
情報充実度「充実している」・「もっと充実してほしい」との回答率が同じ程度、「普通」が過半数

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト

※情報充実度は個人特性（必要な情報）によって左右されやすいため「普通」の回答率が比較的高いと考
えられる。

利用者ニーズ設問 現在地 施設の由来など 豆知識など 道案内（地図情報）

「便利だと思う」 ７２％ ６５％ ７２％

「普通」 ２５％ ３２％ ２３％

３％

５８％

３９％

３％

１９％

６８％

１２％

２８％

「便利とは思えない」 ３％ ２％ ６％

「普通」 ４０％ ４０％ ４５％

「わかりにくい」 ２％ ３％ ８％

「普通」 ５１％ ６１％ ６６％

「もっと充実してほしい」 ２１％ １６％ ２２％

「わかりやすい」

「充実している」

６４％

５６％ ５７％ ４５％

２５％ １８％ １０％情報

充実度

理解度

利便性

「みどころ（施設の由来）・豆知識」の情報適切量は「ちょうどよい」との回答率が高い

「みどころ（施設の由来）」 ７０％、 「みどころ豆知識など」 ８０％
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（６）他に得られれば便利と思う情報
観光する場合に得られると便利の情報

・「自分のいる位置と目的地の方向」５３％ （60／１１４名）

・「周辺のお勧め観光スポットや移動手段、所要時間」４５％ （５１／１１４名）

・「交通機関の運行状況や乗り継ぎ経路情報」４３％ （４９／１１４名）

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト

その他の意見
・「トイレ情報／トイレ等の利便施設」

どのような情報が得られると便利だと思うか

49

38

40

29

25

51

15

60

2

0 50 100

交通機関の運行状況や乗り継ぎ経路情報

パンフレット等に掲載されないような口コミ観光情報

店舗等の詳しい情報（本日のおすすめメニュー、特売情報等）

イベントに関する情報（イベント開催時間、場所、内容等）

イベントのリアルタイム情報（待ち時間、予約状況等）

周辺のお勧め観光スポットや移動手段、所要時間

観光施設・店舗・宿泊施設・交通機関等の利用予約サービス

自分のいる位置と目的地の方向

その他

回答数

回答者数：１１４名（総回答数：３０９票）
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（７）注意喚起情報提供
注意喚起情報利便性

・「便利だと思う」５７％であり、比較的高い支持を得た。

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト

他で注意喚起が必要と思われる場所
・「車庫等車の出入りの多いところ」、
「段差のある場所」
「商店等人の出入りの多いところ」

注意喚起の利便性について

便利だと思う
56.9%

未回答
0.0%

便利とは思わな
い

25.0%

普通
18.1%

注意喚起「小学校前・交差点」での必要性
・「小学校前」で「必要だと思う」５３％、「必要と思えない」３３％
・「交差点前」で「必要だと思う」７０％、「必要と思えない」２２％

注意喚起してほしい場所は

42

12

26

55

33

5

9

0 50 100

段差のある場所

歩道の狭い場所

滑りやすい場所

車庫等車の出入りの多い場所

商店等人の出入りの多い場所

特にない

その他

回答数

「小学校前」に注意喚起情報は必要だと思うか

必要だと思う
52.6%

未回答
0.0%

必要とは思わな
い

32.8%

わからない
14.7%

「交差点前」に注意喚起情報は必要だと思うか

わからない
7.8%

必要とは思わな
い

21.6%

未回答
0.9%

必要だと思う
69.8%

回答者数：１１４名（総回答数：１８２票）
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３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト

注意喚起について

気付かなかった
0.9%

未回答
0.9%

情報取得の音で
気付いた
82.8%

画面の点滅で気
付いた
15.5%

※機器への利用者ニーズと相関性が高い
・表示画面の見やすさ「わかりやすい」２８％、

「わかりにくい」２５％
・音声情報（骨伝導ヘッドホン）の聞き取りやすさ

「聞き取りやすい」７４％

注意喚起の認知
・「画面の点滅で気づいた」１６％
「情報取得音で気づいた」８３％で、
音声による注意喚起が効果的であった。

表示画面の見やすさ

未回答
1.7%

わかりやすい
28.4%

普通
44.8%

わかりにくい
25.0%

音声情報はどうだったか

未回答
0.9%

聞き取りにくい
3.4%

聞き取りやすい
74.1%

普通
21.6%
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（８）その他の意見（抜粋）

情報内容について

・「注意喚起は音声だけでよい」

・「はじめてきた場所なので、交差点の場所などで音声がでると便利だなぁと思いました。」

・「大変興味深い観光情報以外にもさまざまの情報によって地域の活性化につながるのでは」

・「もっと短いコメントのほうがよい」

・「観光情報はとてもよかった」

・「商店買い物情報など自由に好きな情報を取り出せるようになればよい」

・「子供バージョンの内容があった方がよい」

・「行きたいところを探せる（周辺探索）があれば便利」

システムなどについて

・「自転車との相性はよい」

・「音声がクリアで聞き取りやすい」

・「声に反応する機器、音声案内等で止まらずに利用できると便利」

・「骨伝導ヘッドホンがワイヤレスになれば・・・」

・「ハンドル等にスイッチがあれば・・・」

３．モニターアンケート集計分析 堺市自律移動支援プロジェクト
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●中低速移動器具利用者を対象者とした

４．抽出結果 堺市自律移動支援プロジェクト

② より安全に情報を提供する手法

③ 運用面、制度面での問題点・課題の抽出

① 安全に移動するための情報の整理

・アンケート結果より、システム全体、走行中の注意喚起の有用性の高いことが確認された。

・安全に移動するための情報 「小学校などの前」 「見通しの悪い交差点」

「車庫等車の出入りの多い場所」 「段差のある場所」

「商店等人の出入りの多い場所」

・アンケート結果より、骨伝導ヘッドホンの使用は必須事項

（周囲の音も聞こえながら、きれいに聞こえた）

・走行中、音声での注意喚起は有効な手段（画面による注意喚起は予備的な位置づけ）

・走行中での専用情報端末器の操作ができない様にするためのシステム

（もしくは走行中の音声操作できるシステム）

・注意喚起場所・周辺情報の種類を個人のニーズによって選択・設定できるシステム

・走行中での情報提供場所の精度向上の必要

・盗難対策として専用情報端末器を自転車に搭載する方法は脱着式が必須

・自転車において使用するときのルール、自己責任の明確化、個人のモラル

・注意喚起における場所情報のベース選定ルール、データ更新、運用管理主体組織
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伝統産業

史跡歴史

・発着案内
・予約（レンタサイクル）
・経路案内

【 公共交通との連携情報 】

・貸出返却管理
・機器の現在地把握
・メンテナンス情報集約

【レンタサイクルネットワーク管理】 【周辺情報・経路情報提供】

【移動時の緊急（危険）情報提供】

・環境に配慮した自転車の有効活用
・レンタサイクルを活用したルート案内
・公共交通（LRT・電車・バス等）と連携した、

新たな交通体系の創出
・観光客、住民双方にやさしい市域の形成

効 果

【リアルタイムイベント情報などの提供】

【道路上、人⇔自転車⇔車相互間の事故防止情報提供】
・リアルタイムな現在地情報
・移動体、障害物との接近・接触防止
・緊急情報提供

【レンタサイクル管理支援】

・貸出、返却管理
・公共交通機関との連携

【その他 】・災害情報提供、観光案内、経路案内 等

自律移動支援プロジェクトの自律移動支援プロジェクトの 将将 来来

技術活用

利用者

買物・祭りなど

自律移動支援システム自律移動支援システム

66
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神戸市の取り組み
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神戸自律移動支援プロジェクト

神戸空港実証実験

平成１８年度実証実験の実施位置 電波マーカ（Dice）

ＤＤice ice ：： ２１箇所（ＡＣタイプ２１箇所（ＡＣタイプ １４箇所、ＤＣタイプ１４箇所、ＤＣタイプ ７箇所）７箇所）【【機器設置台数機器設置台数】】

【【実施場所実施場所】】 神戸空港ターミナルビル１～４階（２階セキュリティエリア除く）神戸空港ターミナルビル１～４階（２階セキュリティエリア除く）

11階階

44階階

22階階

33階階

：：ACACタイプタイプ ：：DCDCタイプタイプ
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平成１８年度実証実験の実施位置 誘導タグ

【【機器設置台数機器設置台数】】

【【実施場所実施場所】】 神戸空港ターミナルビル２階（セキュリティエリア除く）神戸空港ターミナルビル２階（セキュリティエリア除く）

誘導タグ誘導タグ ：： ２階、既設の誘導タグを使用。２階、既設の誘導タグを使用。

ANAANA
カウンタカウンタ

SKYSKY
カウンタカウンタ

JALJAL
カウンタカウンタ

神戸自律移動支援プロジェクト

神戸空港実証実験
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平成１８年度実証実験の目的・実施内容

【【目的目的】】 昨年度の実験で得られた課題に関する検証、改善を念頭に、新しい通信機器昨年度の実験で得られた課題に関する検証、改善を念頭に、新しい通信機器
（（UCUC、、DiceDice）を用いて、視覚障害者、聴覚障害者、健常者を対象に実験を実施。）を用いて、視覚障害者、聴覚障害者、健常者を対象に実験を実施。

対象 昨年度の課題 実施内容

視覚障害者 個人差による音声ガイドの検討。

方向センサーの誤作動の改善。

白杖、誘導タグによる誘導。

・長文、短文２パターンの音声ガイド。

・新たな方向センサーによる誘導。

・ナビゲーションシステムの導入。

聴覚障害者 バイブレーションと手話合成による案内。
バイブレータの携帯性。

店舗、空港施設、観光情報の紹介。

搭乗遅れ防止案内。

・UC搭載バイブレータ＋手話合成。

・タイマー機能。

健常者 位置検知精度の向上。 店舗、空港施設、観光情報の紹介。

搭乗遅れ防止案内。

・新たな通信機器による案内。

・タイマー機能

神戸自律移動支援プロジェクト

神戸空港実証実験
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平成１８年度実証実験の調査内容

【モニター調査概要】

調査期間：平成19年3月8日～3月9日（3日間）

体験モニター数：合計69名

（視覚障害者：17名、聴覚障害者：4名、健常者：48名）

視覚障害者

従来の案内文と簡易型案内文の比較

方向センサーの動作性に関する調査

ナビゲーションの有意性に関する調査

聴覚障害者

バイブレーション、手話合成の有意性に関する調査

無線マーカによる現在地の把握に関する調査

店舗、施設、観光情報提供の有効性に関する調査

健常者

無線マーカによる現在地の把握に関する調査

店舗、施設、観光情報提供の有効性に関する調査

店舗情報、観光案内など

健常者体験：

白杖による案内、ナビゲー
ション

視覚障害者体験：

神戸自律移動支援プロジェクト

神戸空港実証実験

店舗情報、観光案内など

聴覚障害者体験：

【調 査 内 容】
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◆◆ ナビゲーションに関する評価ナビゲーションに関する評価

◆◆ システムの全体的な印象システムの全体的な印象

神戸自律移動支援プロジェクト

神戸空港実証実験

平成１８年度実証実験の調査結果（視覚障害者）

◆◆ 従来の案内文と簡易型案内文の比較従来の案内文と簡易型案内文の比較

9人
53%

5人
29%

2人
12%

1人
6%

短い案内

長い案内

どちらともいえない

未回答

1人
6%

16人
94%

必要である

どちらでもない

必要でない

7人
41%

7人
41%

3人
18%

大変便利

やや便利

普通

あまり便利でない

便利ではない

・短い案内が良いとする意見が多く、聞き取り易い、間が
取り易い、煩わしくない、と感じられている。

・一方で、情報量は昨年度くらい必要という意見もあった。
⇒ 継続的な案内文の検討が必要。

・ナビゲーションの必要性を示す意見が多数。
⇒ ナビゲーションの有効性を確認。今後、案内の内容、

タイミングの検討が求められる。方向センサーの活用に
ついては、継続的な研究開発が必要。

・便利という意見多く、住んでいる地域への導入を求める
意見も多数。

⇒ 自律移動支援PJへの期待度の高さがうかがえる。
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◆◆ システムの全体的な印象システムの全体的な印象

神戸自律移動支援プロジェクト

神戸空港実証実験

平成１８年度実証実験の調査結果（聴覚障害者）

◆◆ バイブレーションに関する評価バイブレーションに関する評価 ◆◆ 手話合成案内に関する調査手話合成案内に関する調査

4人
100%

ぜひ必要

おおむね必要

必要

あまり必要でない

不要

1人
25%

3人
75%

大変便利

やや便利

普通

あまり便利ではない

便利ではない

1人
25%

3人
75%

ぜひ必要

おおむね必要

必要

あまり必要でない

不要

未回答

・バイブレーションの必要性を示す意見が多数。
・振動の強弱、タイプの変化、点滅ランプが必要と感じられ
ている。

⇒ 伝達の手法について、継続的な研究開発が求められる。

・文字だけでなく手話による案内が必要と感じられている。
・緊急案内で必要と考えられる意見が多数。
搭乗遅れ防止の案内のほか、交通機関の遅延、変更情
報、災害発生などの情報が必要と感じられている。

・便利という意見多く、住んでいる地域への導入を求める
意見も多数。

⇒ 自律移動支援PJへの期待度の高さがうかがえる。
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◆◆ システムの全体的な印象システムの全体的な印象

神戸自律移動支援プロジェクト

神戸空港実証実験

平成１８年度実証実験の調査結果（健常者）

◆◆ 位置検知精度に関する評価位置検知精度に関する評価

◆◆ 搭乗遅れ防止案内に関する評価搭乗遅れ防止案内に関する評価

6人
13%

7人
15%

13人
26% 10人

21%

12人
25%

大変便利

やや便利

普通

あまり便利ではない

便利ではない

搭乗遅れ防止案内の一環として時刻に応じた情報提供を
デモ的に実施
・空港内での時刻に応じた情報提供の有効性を示す意見
が多数。

・空港内情報との連動を求める意見、各種施設の混み具
合、座席位置の案内、など情報の充実を求める意見あり。

・吹抜け部など一部のエリアで、他の無線マーカを拾う例
が見られたが、概ねその場の情報を案内。

⇒ 無線マーカごとに強度を検知する手法を確立しており、
運用面での検討が求められる。

・便利と回答する割合が障害者とは異なり少なく、逆に障害
者の自律移動支援PJへの期待が感じられる。

・大規模な空港など施設での必要性を示す意見が多数。
搭乗手続きから荷物確認、搭乗といった、人の動線を考慮
したナビゲーションを求める意見、など。

・情報案内の面で、場所に応じた情報提供の有効性を示す
意見が多数。一方で、情報量の充実を求める意見が寄せ
られた。
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熊本県の取り組み
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

熊本県が自律移動支援プロジェクトに取り組む背景

◆ 本県は、ユニバーサルデザインを県政運営の基本理念としており、だれもが暮ら
しやすいユニバーサル社会を実現する上で、ユビキタス技術は重要な社会イン
フラとなっていくものと考えられる。

◆ ユビキタス技術を活用した「自律移動支援プロジェクト」は、熊本になじみがない
方々、外国人、観光客など多くの人にとって便利で有益なものになるとともに、高
齢者や障害者の社会参画を図るものになると期待される。

◆ 超高齢社会の進展、九州新幹線全線開業に伴う交流人口の拡大、熊本都市圏
における交通渋滞の緩和など、本県が直面する様々な課題に対して、「自律移
動支援プロジェクト」の利用可能性・有効性について検証・検討していく必要があ
る。



77

くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

実証実験の目的・実施内容

「この場所に不慣れな方」（全体験者共通）向けの内容
移動経路上にマーカ・ＩＣタグシール・ＩＣタグ付誘導用ブロックを設置し、ユビキタスコミュニケータ（ＵＣ）に

表示・音声案内することにより、現在地やバス停等の方向が分かり、簡単で確実にバス停等へ誘導する。
○バスの発車時刻やバス停・電停の場所とまちなか情報の提供

「視覚障害者（児）」向けの内容
○音声によるバス停・電停への誘導、横断歩道誘導、歩行者用信号機の情報の提供

水道町交差点付近において、自律移動支援プロジェクトの実証実験を行い、その実用化に向けた
各種のデータを収集するとともに本県における利用可能性について検証する。

ユビキタス技術と自律移動支援プロジェクトに関する県民の理解、普及啓発を図るため、くまも
と県民交流館パレア内において、展示コーナーを設けて情報発信を行う。

目的

実施内容
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

実証実験の概要

○実証実験期間

平成１９年２月１日（木）～２月１８日（日）

（但し、２月１３日（火）は休止）

午前の部：１０：００～、午後の部１４：００～

（各２時間程度）

○実証実験体験予定者数 （計２３８人）

①ＵＣを使用した体験（Ａコース） ：

１７０人 （午前５人、午後５人、計１０人／日）

②ＵＣとセンサー付き白杖を使用した体験（Ｂコース） ：

６８人 （午前２人、午後２人、計４人／日）

○検証項目

・バス、電車のスムーズな乗り換えのための情報内容の検証

・バスの発車時刻とまちなか情報が連携することによる利便性向
上の検証

・横断歩道を渡る際に、安全に誘導できるかの情報内容の検証

・青信号の時間内に、横断歩道途中にある電停への誘導の安全
性・確実性についての検証

・方向センサーなどの関連機器の作動の安定性の検証

・アスファルトに埋設されたＩＣタグの耐久性の検証

【設置機器】

ＩＣタグ付き誘導用ブロック ３８５枚
歩道内敷設 １８９枚

横断歩道部埋設 １９６枚

無線マーカ １８個

路上 １０個

信号機 ６個

テトリア熊本１階 ２個

ＩＣタグシール ２３枚
赤外線マーカ（パレア内） ４個
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

実証実験イメージ（Ａコース：この場所に不慣れな方向け）

移動案内
②目的地選択

熊本空港に行
くには、どう
やっていくの
かな？

ＵＣで熊本空
港を選ぶ
と・・・

①
⑤バス停乗車場所③移動方法 ④バス時刻表

まち情報

連 携
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

実証実験イメージ（Ｂコース：視覚障害者（児）向け）

電停・バス停移動案内

【ＵＣによる音声案内】

横断歩道です。信号があり
ます。電停まで１５ｍです。
そこで左に曲がってください。
音声で、信号情報が流れま
す。信号情報を確認してくだ
さい。

横断歩道手前から水道町電停への誘導

【ＵＣによる音声案内】

水道町電停です。
市電は４分間隔で運行しています、
熊本市民病院までの所要時間は２０
分、運賃は１５０円です。
健軍方面行きの市電に乗車してくだ
さい。

【ＵＣによる音声案内】

現在地は水道町電停です。
目的地は「熊本大学」です。
「熊本大学」へはバスで向かいます。
最寄のバス停は「水道町バス停」です。水道町バス停に
案内します。
水道町バス停までは約９０ｍです。
右は下りスロープです。右に向かって進んでください。
１ｍ進むと、横断歩道です。

水道町電停 水道町バス停へ

【信号機連携】

信号機情報

信号は青
です。

青の残り時
間は約60
秒です
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

実証実験結果の検証（システム全体に関する評価）

視覚障害者体験（Ｂコース）健常者体験（Ａコース）オープニングセレモニー（２／１）

役に立たな
かった

3名

1.4%

あまり

役に

立たなかっ

た

15名
7.1%

どちらともい
えない

30名

14.3%

やや

役に立った

88名
41.9%

役に立った
74名

35.2%

N=210名

利用したい
43名
20.5%

条件を
満たせば

利用したい
139名
66.2%

どちらともい
えない
12名
5.7%

無効・
無回答

7名
3.3%

利用しない
9名
4.3%

N=210名

【Ａコース（その場所に不慣れな方）】 体験者：２１０人

システム全体の印象として、約８割の方から、「役に立っ

た」または「やや役に立った」との評価を得た。

利用意向として、約７割の方が、「条件を満たせば利用し

たい」との評価であり、更なるシステムの改善が必要であ

る。

（システム全体の印象） （利用意向）

【Ｂコース（視覚障害者（児））】 体験者：４２人

システム全体の印象として、約7割強の方から、「非常に良

い」または「良かった」との評価を得た。

利用意向として、約半数の方が、「状況によっては利用し

たい」との評価であり、更なるシステムの改善が必要であ

る。

良かった

20名

48.8%

非常に良い

10名

24.4%
普通

5名

12.2%

あまり良くな

い

4名

9.8%

その他

2名

4.9%

N=41名

無回答

1名
1.8%

その他

2名

3.6%あまり利用しよ

うとは思わない
2名

3.6%

状況によっては

利用したい
27名

48.2%

是非利用したい
24名

42.9%

N=56名
（複数回答あり）

（システム全体の印象） （利用意向）
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

実証実験結果の検証（１）

【歩行者用信号機の情報】

■視覚障害者の方への信号機情報の発信の
必要性を確認することができたが、安全に
横断歩道を誘導するために、正確な情報発
信ができるよう機器の性能向上・改善が必
要となる。

■発信する情報内容については、その人に
とって必要となる情報について差があるの
で、その個人の特性に応じた選択が可能と
なるように工夫が必要である。

必要

41名

97.6%

不要

1名

2.4%

N=42名

 

その他

4名

9.5%

情報が少なす

ぎる

3名

7.1%

情報が多すぎ

る

5名

11.9%
修正した

ほうが良い

12名

28.6%

今のまま

で良い

30名

71.4%

N=42名

（信号機情報は必要か） （横断歩道手前での情報内容）

【横断歩道途中にある電停への誘導】

■横断歩道途中にある電停へ誘導案内につ
いては、概ね評価を得たが、発信する情報
内容については、その人にとって必要とな
る情報について差があるので、その個人の
特性に応じた選択が可能となるように工夫
が必要がある。

■横断歩道上の誘導音の発信の必要性を確
認することができたが、今後、誘導音の発
信間隔、誘導情報の種類（音、音声）に関
する検討が必要である。

 
情報が少なす

ぎる
2名

4.9%

文章が分かり

づらい

2名
4.9%

情報が多すぎ

る

6名
14.6%今のままで良

い

29名
70.7%

修正した

ほうが良い

12名
29.3%

その他

2名
4.9%

N=41名

 

あった方

がよい。

39名

92.9%

無いほう

がよい。

3名

7.1%

N=42名

（電停への誘導の情報内容） （横断歩道上での誘導音）
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

実証実験結果の検証（２）

●マーカの設置日 ： 平成１９年１月１８日

・マーカの設置後の性能検査で異常なし

●実証実験準備期間 ： 平成１９年１月１９日～３１日

・実証実験準備期間中、マーカ、方向センサーは正常に作動

●実証実験期間 ： 平成１９年２月１日～１８日

・実証実験期間中、マーカ、方向センサーは正常に作動

路面電車の影響による、
マーカ、方向センサーの
誤作動に関しては、確認
されなかった。

●ＩＣタグ付誘導用ブロックの設置日 ： 平成１８年１２月１１日

・設置後の性能検査で異常なし

●実証実験期間 ： 平成１９年２月１日～１８日

（交通量：約３万台／日）

・実証実験期間中、ＩＣタグは正常に作動

車道下に埋設されたＩＣ
タグについては正常に作
動したため、ＩＣタグの
耐久性が確認された。

【路面電車に対する機器の性能検証】

【車道下でのＩＣタグ付誘導用ブロックの耐久性・性能検証】
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

「ユビキタスが拓くユニバーサル社会」展示

■来場者：約2400人（3月23日時点）

■期 間：平成19年2月1日～

■場 所：くまもと県民交流館パレア内（テトリア熊本９階）

■展示内容：
○ユビキタス技術の未来像を感じさせる体験

・食品トレーサビリティ
・薬品の飲み合わせ
・熊本の特産品紹介

○ユビキタス技術並びに自律移動支援プロジェクト
に関する映像での紹介

○「くまもと安心移動ナビ・プロジェクト」のパネルに
よる概要説明

○子ども向け体験コーナー
○地図ボードによるまちなか情報・目的地行きの公共

交通機関の体験
○ＵＤ製品のＵＣによる紹介

展示風景（全体）

体験の様子

体験展示を通して、ユビキタス技術、自律移動支援プロ
ジェクトの一定の理解は得られたが、もう少し簡潔に理解で
きるような説明方法、展示内容の工夫を検討する必要がある。
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くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

今後の展開

平成１９年度の取組みについて

○平成１８年度の実証実験の結果を踏まえ、利用者にとって必要な情
報や利便性が高まる情報が確実に伝わるよう、コンテンツの更なる
充実を図るとともに、必要に応じハードの整備も図るものとする。

○熊本駅周辺地域における自律移動支援プロジェクトの実用化に向け、
その可能性と課題の検討を行う。

○ユビキタス技術、自律移動支援プロジェクトに対する県民の理解を
より一層図るための「ユビキタスが拓くユニバーサル社会」展示の
説明方法、展示内容の工夫を検討していく。
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